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○ 評価フロー

○ 強み

○ 実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう
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Why Azure ?



Azure AI Search

● 検索性能の良さ
○ セマンティック検索

■ Bing検索にも使用されているセマンティックアルゴリズム

○ ハイブリッド検索

■ キーワード検索＋ベクター検索

■ RRF手法

● ストレージ
○ Azure Blob Storage

○ SQL

○ Data Lake

○ etc

● その他AIサービスとの統合によるエンリッチメント
○ OCR(Azure Document Intelligence)

○ 翻訳

○ etc
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Azure AI Search

ベクトルDB・検索サービスはRAGの中枢であり，土台である

土台がしっかりしていないと精度改善はなし得ない
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Graph RAGの活用



グラフ構造を利用した検索

● LLMを用いて膨大な非構造データからエンティティと関係を抽出し、ドキュ

メント全体のナレッジグラフを自動構築
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例：

「日本の首都は東京である」

● 要素：日本，首都，東京

● エンティティ：日本，東京

● リレーション：首都

日本
首都

東京

ナレッジグラフ

● ベクトルDB作成時のチャンク分割によって，切り落とされてしまうチャンク

間の関連性を掬い上げることができる



強み

● ベクトル検索中心のアプローチでは見落としがちな関連情報を知識グラフ経

由で見つけ出し、LLMに的確な文脈を提供することで、回答の正確さや一貫

性を高める

● 例えば．．．

● 社内ドキュメント（設計書、手順書）、ナレッジベース（FAQ、ベテラン社

員の報告書）、さらにはTeamsやSharePoint上の議事録まで幅広くデータを繋

ぐと、GraphRAGに「生産ラインで発生したある不具合の根本原因と対策」

を質問した際に、関連する過去のトラブル事例・修理履歴・専門家の議論を

知識グラフ上で辿り包括的な回答根拠を提示が可能
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強み

● 以下のような調査はナレッジグラフを発展させたGraphRAGの得意とすると

ころ。

○ 水平展開により関連する事象を発見すること

○ 共通のパターンを認識すること

○ 背景の文脈を理解すること

○ 多角的な視点に気づくこと
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「人手不足の領域にて、

初学者が生成AIを活用して専門的なドメイン知識を獲得していく」

といったようなユースケースがフィット



強み

● GraphRAG Accelerator

● GraphRAGの動作に必要なリソース一式をAzure上にデプロイするためのIaCツ

ールが用意されており、手順に従うだけで簡単に試すことが可能

● 迅速なパイプラインの構築が可能
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エムニでのユースケース

● 部署を横断した様々な社内申請書の利用目的，申請手順などの情報をGraph 

RAGによりインデックス化

● 各部署に散らばった申請書情報を1つのナレッジグラフに集約
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わずか1ヶ月の開発期間で

事前に想定されていた質問(１０問)に対する

回答精度100％を達成！



Prompt Flowを使用した精度改善



評価フロー

● Prompt Flowでは出力の品質を測る評価フローを作成することができ，モデ

ルの回答が期待値をどれだけ満たすか評価指標（メトリクス）を自動で算出
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● 様々な評価フローのテンプレがある



強み

● 一連の評価プロセスを「フロー」として可視化・管理できる

○ 整理しやすく，再現性が高い

● どの変更が有効かを定量的に比較検証でき、最適な設定をすばやく見極めら

れる

○ この変更をすると質問Aに答えられるようになったけど，質問Bには答え

られなくなった，など

● CLIでの実行もできるのでCICDに組み込める
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実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう

● 用意したRAG

○ データセット：wikiからスクレイピングした「生産方式」「品質管理」

などに関連する記事17件

○ GraphRAG AcceleratorでデプロイしたAzure上のGraphRAG

○ API Managementのエンドポイント経由でアクセス
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実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう

● 出力を見てみる
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実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう

● テストデータセット20問

○ o1モデルDeep Researchで作成後，ファクトチェック

○ 実際のプロジェクトではデータセットに関する専門家の元で作成
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実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう

● 評価

○ QnA GPT Similarity Evaluation

テンプレートを使用

○ 実際の出力とテストデータの回

答をGPT-4oで比較

○ 1から5の類似度スコアを算出
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実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう

● 評価結果

○ 類似度平均4.75 正答率 95%
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実演：GraphRAGの出力をPrompt Flowで評価してみよう

継続的，定量的な比較検証サイクルを実現することで

良質な精度改善を進めることができる
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Thank you.


